
坂井市の子育て支援の充実のため、あなたの声をお聞かせください！ 

 

坂 井 市 
子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査 

 
日頃より、市政にご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

坂井市では、次の世代を担う子どもたちが笑顔で健やかに成長し、家庭も、地域も笑顔にあふ

れるようなまちづくりを目指して、様々な子育て支援に関する取り組みを進めております。 

この度、「第３期坂井市子ども・子育て支援事業計画」を策定するに当たり、子育て中の皆様に

対して、ニーズ調査を実施させていただきます。 

この調査は無記名で行い、個人が特定されたり、他の目的に使用したりすることはございませ

ん。ご多忙のこととは存じますが、調査の趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いいたします。 

令和６年１月                                  坂井市長 池田 禎孝 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

＜調査票の回答方法について＞ 

回答方法は紙とインターネットいずれか一方を選んでください。両方とも回答する必要はあり

ません。双方に回答された場合は、一方の回答は無効になります。 
 

【（１）インターネットで回答される場合】 

１．本調査専用サイトへアクセスしてください。 

   URL https://aaaaa/bbbbbcccc（調整中） 

２．ログイン画面が表示されたら、下記に記載のログインＩＤ 

（英数字5ケタ）を入力して、「続ける」ボタンを押してください。   

ログインＩＤ  

   ※ログインＩＤは重複回答を防ぐためのもので、個人が特定されることはありません。 

３．画面の案内に沿って回答し、最後に「送信する」ボタンを押してください。 

   ※インターネット回答は１回限りです。回答を送信されるとその後の修正は原則できません

のでご注意ください。 

 

アンケートを中断、再開する場合は、以下の手順に従っておこなってください。 

○アンケートを中断する場合 

 「あとで続きをする」ボタンを押すと、これまでの回答が保存され、中断することができま

す。スマートフォンの方は、右上のアイコンをクリックすると「あとで続きをする」ボタンが

表示されます。 

○アンケートを再開する場合 

 ログイン画面にアクセスしてＩＤを入力してください。 

アンケートの回答を再開し、最後に、上記「３」と同様の手順で回答を送信してください。 

                    

４．回答期限は、２月１６日（金）23：59 まで です。  

QRコード 

（調整中） 

就学前児童の保護者用 

ニーズ調査も含め、

様々なデータを 

確認・協議 

子育て家庭（皆様） 

皆様からいただいた回答を坂井市の子育て支援の充実に生かします！ 

坂井市 
調査票を送付 

子ども・子育て会議 

ニーズ調査に回答 

https://aaaaa/bbbbbcccc
yao-ev
スタンプ
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【（２）紙で回答される場合】 

１．この調査票に直接ご回答のうえ、同封の返信用封筒（切手不要）に入れてください。 

２．お名前や住所は書かずに、２月１６日（金）までに、 

ポストへ投函してください。  

 
 

【ご記入に当たってのお願い】 

１． 調査票は、お子さんの保護者の方がご記入ください。特に、ことわりのある場合以外は、封筒の

宛名のお子さんについてご記入ください。 

２． ご回答は、選択肢に「○(マル)」を付けてお選びいただく場合と、「（ ）(カッコ)」内に数字などを

ご記入いただく場合がございます。 

３． 選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なりますので注意書きに従ってください。また、

「その他」をお選びいただいた場合は、「（ ）(カッコ)」内に具体的な内容をご記入ください。 

４． 時間（時刻）をご記入いただく場合は、24時間制（例：午後6時→18時）でご記入ください。 

５． 設問によってご回答いただく方が限られる場合がございます。ことわり書きや矢印に従ってご回

答ください。特に、ことわりのない場合は、次の設問にお進みください。 

 

 

 

【お問い合わせ先】 坂井市 子ども福祉課 

■電 話：0776-50-3042 ■ＦＡＸ：0776-68-0324 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全部で32問ありますよ。頑張って！ 
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問１ お住まいの地区はどちらですか。（ひとつに○） 

１．三国町       ２．丸岡町       ３．春江町      ４．坂井町 

 

問２ 宛名のお子さんの生年月を和暦でご記入ください。（（ ）内に数字で記入） 

平成 ／ 令和 （   ）年 （   ）月生まれ 

 

問３ あなたにお子さんは何人いらっしゃいますか。（ひとつに○） 

１．1人       ２．2人       ３．３人      ４．4人以上 

 

問３で「２」～「４」に○をつけた方にうかがいます。 

問３－１ 一番下のお子さんの生年月を和暦でご記入ください。（（ ）内に数字で記入） 

 平成 ／ 令和 （   ）年（   ）月生まれ 

 

※ここから先、すべての質問の「お子さん」とは、宛名のお子さんのことです。 

 

問４ この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。 

（ひとつに○）  

１．母親              ２．父親          ３．その他（       ） 

 

問５ この調査票にご回答いただいている方以外に同居している方（宛名のお子さんから見た続

柄）についてお答えください。単身赴任の場合は同居しているとしてお答えください。（あて

はまるすべてに○）   

１．祖父   ２．祖母   ３．母親   ４．父親   ５．1～4の兄弟または姉妹 

６．宛名の子どもの兄弟または姉妹   ７．その他（       ） 

 

問６ お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた

関係でお答えください。（ひとつに○）  

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 

４．主に祖父母 ５．その他（        ） 

 

問７ お子さんの世帯に近居（同一校区内に居住）している祖父母等（宛名のお子さんから見た

続柄）はいますか。（ひとつに○）   

１．はい                 ２．いいえ 

 

 

お住まいの地域・ご家族の状況等についてうかがいます。 
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問８ お子さんの子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境はどれですか。 

（あてはまるすべてに○） 

１．家庭   ２．地域 

３．幼稚園   ４．保育園 

５．認定こども園   ６．その他（        ） 

 

問９ 日頃、宛名のお子さんの祖父母等から受けている子育ての支援は何ですか。 

（あてはまるすべてに○） 

１．子どもの相手・預かり（日常的に） ２．子どもの相手・預かり（急用等のとき） 

３．子どもの送り迎え ４．教育やしつけの支援 

５．家事の手伝い ６．金銭的な援助 

７．物資での支援 ８．その他 

９．ほとんどない （                 ） 

 

問10 お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。または、

相談できる場所はありますか。（ひとつに○） 

１．いる／ある   ⇒ 問 10-１へ        ２．いない／ない   ⇒ 問 11へ 

 
問10で「１．いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問10－１ お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）で

すか。（あてはまるすべてに○） 

１．祖父母等の親族 

３．近所の人 

５．保健所・保健センター 

７．民生委員・児童委員 

９．坂井市の子育て関連担当窓口 

２．友人・知人 

４．子育て支援施設（子育て支援センター等） 

６．幼稚園・保育園等の先生 

８．かかりつけの医師 

10．その他（              ） 

 

問11 子育てに不安や悩みはありますか。（ひとつに○） 

１．ある       ⇒ 問 11－１へ 

２．多少ある   ⇒ 問 11－１へ 

３．ない       ⇒ 問 12へ 

 

 

 

子どもの育ちをめぐる環境についてうかがいます。 
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問 11で「１．ある」または「２．多少ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問11－１ どのようなことで不安や悩みをお持ちですか。（あてはまるすべてに○） 

１．病気や発育・発達に関すること 

２．食事や栄養に関すること 

３．育児の方法がよくわからないこと     

４．子どもとの接し方に自信が持てないこと 

５．子どもとの時間を十分にとれないこと 

６．話し相手や相談相手がいないこと 

７．仕事や自分のやりたいことが十分できないこと 

８．子どもの教育に関すること 

９．子どもの友だちづきあい（いじめなどを含む）に関すること 

10．登園拒否・不登校などの問題について 

11．子育てに関しての配偶者・パートナーの協力が少ないこと 

12．配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと 

13．祖父母と子育てに関して意見が合わないこと 

14．自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場等まわりの見る目が気になること 

15．配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと 

16．子どもを叱りすぎているような気がすること 

17．子育てのストレスがたまって、子どもに手をあげたり、世話をしなかったりしてしまうこと 

18．地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込方法がよくわからないこと 

19．その他（                          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3分の1終わりました。どんどん進みましょう！ 
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～記入していただきたいこと～ 

◇（１）母親、（２）父親の両方にご回答ください。（ひとり親家庭の場合はいずれかで構いません） 

◇産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

◇（ ）内には数字をご記入ください。時間は必ず24時間制でお答えください。（例）8時～18時 

 

問 12 宛名のお子さんの母親・父親の就労状況について、「ア．現在の状況」と「イ．１年以内の

希望」をお答えください。 
 

項 目 
１．フルタイム 

【週５日・１日８時間程度】 

２．パートタイム 

【「フルタイム」以外の就労】 

３．就労 

していない 

(１) 

母親 

ア．現在の状況 

（ひとつに○） 
１ ２ ３ 

イ．１年以内の希望 

（ひとつに○） 
１ ２ ３ 

(２) 

父親 

ア．現在の状況 

（ひとつに○） 
１ ２ ３ 

イ．１年以内の希望 

（ひとつに○） 
１ ２ ３ 

 

問 12 ア．現在の状況で「１．フルタイム」または「２．パートタイム」に○をつけた方にうかがいます。 
問12－１ 「ア．月当たりの就労時間」～「ウ．帰宅時刻」についてお答えください。 
※就労日数・時間等が不定期の場合は、もっとも多い就労パターンについてお答えください。 
※交代制勤務の場合は、「イ」「ウ」は、宛名のお子さんを預けている時間帯の就労状況についてお答えください。 

 

項 目 （１）母親 （２）父親 

ア．月当たりの就労 

時間（ひとつに○） 

１．48時間未満 

２．48時間以上120時間未満 

３．120時間以上 

１．48時間未満 

２．48時間以上120時間未満 

３．120時間以上 

イ．家を出る時刻 

（数字で記入） 
（    ）時台 （    ）時台 

ウ．帰宅時刻 

（数字で記入） 
（    ）時台 （    ）時台 

 
問12 イ．１年以内の希望で「２．パートタイム」に○をつけた方にうかがいます。 

問 12－２ 希望する月当たりの就労時間についてお答えください。 
※就労時間等が不定期の場合は、もっとも多い就労パターンについてお答えください。 

 

（１）母親（ひとつに○） （２）父親（ひとつに○） 

１．48時間未満 

２．48時間以上120時間未満 

３．120時間以上 

１．48時間未満 

２．48時間以上120時間未満 

３．120時間以上 

 
問12 イ．１年以内の希望で「３．就労していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 12－３ １年後以降の希望についてお答えください。 
※「２」に○を付けた方は、（  ）内に数字をご記入ください。 

 

（１）母親（ひとつに○） （２）父親（ひとつに○） 

１．子育てや家事等に専念したい 

（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが（  ）歳 

になったころに就労したい 

１．子育てや家事等に専念したい 

（就労の予定はない） 

２．１年より先、一番下の子どもが（  ）歳 

になったころに就労したい 

 

お子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 
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問 13 お子さんは現在、幼稚園や保育園、認定こども園等の「定期的な教育・保育の事業」を利

用していますか。（ひとつに○） 

１．利用している  ⇒ 問 13－１～13－９へ   ２．利用していない   ⇒ 問 13－10と問 14へ 

 

問13で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問 13－１ お子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて

「定期的に」利用している事業をお答えください。（あてはまるすべてに○） 
  
１．幼稚園（公立幼保園の幼稚園部を含む） 

（通常の就園時間の利用） 

 
  
３．認可保育園（公立幼保園の保育園部を含む） 

（国が定める基準に適合した施設で都道府県 

等の認可を受けた定員20人以上のもの） 
  
５．小規模な保育施設 

（国が定める最低基準に適合した施設で市町村 

の認可を受けた定員が概ね６～19人のもの） 
  
７．事業所内保育施設 

（企業が主に従業員用に運営する施設） 
  
９．居宅訪問型保育 

（保育者が子どもの家庭で保育する事業） 

  
２．幼稚園の預かり保育（公立幼保園の幼稚園部を含む） 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち 

定期的な利用のみ） 
  
４．認定こども園 

（幼稚園と保育施設の機能を併せ持つ施設） 

 
  
６．家庭的保育 

（保育士などの保育者の家庭等で子どもを保育 

する事業） 
  
８．その他の認可外の保育施設 

 
  

10．その他（             ） 
 

 

問13で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問13－２ 平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、どのくらい利用しています

か。また、希望としてはどのくらい利用したいですか。問13－１で選択した事業の内、

主に利用しているものについてお答えください。（（ ）内に数字で記入） 

※時間は、必ず 24時間制でご記入ください。（例）８時～18時 

ア．主な利用事業の番号（ひとつ記入） （    ） 

項目 イ．現在の利用状況 ウ．希 望 

（１）週の利用日数 週（   ）日 週（   ）日 

（２）１日の利用時間 １日（   ）時間 １日（   ）時間 

（３）利用開始・ 

終了時刻 

（   ）時（   ）分 

～（   ）時（   ）分まで 

（   ）時（   ）分 

～（   ）時（   ）分まで 

 

 

 

 

 

※ここでいう「定期的な教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している事業を指します。具体

的には、幼稚園や保育園等、問 13－１に示した事業が含まれます。 

お子さんの平日（月曜日～金曜日）の定期的な教育・保育事業の 

利用状況についてうかがいます。 
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問13で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問13－３ 現在、利用している教育・保育事業の実施場所はどこですか。（ひとつに○） 

１．坂井市内               ２．坂井市外 

 

問13で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問13－４ 平日に定期的に教育・保育の事業を利用されている理由についてお答えください。 

（あてはまるすべてに○）  

１．現在就労している  

３．家族・親族などを介護しなければならない 

５．学生である 

７．その他（             ） 

２．就労予定がある、または求職中である 

４．病気や障がいがある 

６．子どもの教育のため 

  

 

問13で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問13－５ 現在利用されている教育・保育の事業に対してどのように感じていますか。（１）～ 

（13）の項目についてお答えください。（それぞれひとつに○） 

項目 満足 やや満足 普通 やや不満 不満 

（１）施設・環境（園舎・園庭・玩具など） １ ２ ３ ４ ５ 

（２）職員等の配置状況（人員体制） １ ２ ３ ４ ５ 

（３）子どもへの接し方・日常の遊び（保育内容） １ ２ ３ ４ ５ 

（４）行事（保育参観・運動会など） １ ２ ３ ４ ５ 

（５）食事 １ ２ ３ ４ ５ 

（６）病気やけがの時の対応 １ ２ ３ ４ ５ 

（７）保護者への情報伝達 １ ２ ３ ４ ５ 

（８）悩みごとなどへの相談対応 １ ２ ３ ４ ５ 

（９）保護者の要望・意見への対応 １ ２ ３ ４ ５ 

（10）利用者間のネットワークづくり １ ２ ３ ４ ５ 

（11）安全対策 １ ２ ３ ４ ５ 

（12）衛生対策 １ ２ ３ ４ ５ 

（13）全体的な印象 １ ２ ３ ４ ５ 
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問13で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。 

問 13－６ お子さんが病気やけがで幼稚園や保育園、認定こども園等を休んだときのこの１年

間の対処方法はどのようなものですか。（あてはまるすべてに○、（ ）内に数字で日数を

記入） 

※半日程度の対応の場合も１日として数えてください。 

１年間の対処方法 日数 

１．父親が休んだ 年（   ）日 

２．母親が休んだ 年（   ）日 

３．（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった 年（   ）日 

４．父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた 年（   ）日 

５．ベビーシッターを利用した 年（   ）日 

６．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 年（   ）日 

７．その他（                    ） 年（   ）日 

８．病児・病後児の保育施設を利用した 年（   ）日 

９．病気やけがで幼稚園や保育園などを休んだことはなかった ― 

 

問 13－６で「１」～「７」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。 

問 13－７ 坂井市内外の病院等で実施している「病児・病後児保育施設」があるのを知ってい

ましたか。（ひとつに○） 

１．知っていた ⇒ 問 13－８へ       ２．知らなかった ⇒ 問 15へ 

 

問 13－７で「１．知っていた」に○をつけた方にうかがいます。 

問 13－８ その際、「病児・病後児保育施設を利用したい」と思われましたか。（ひとつに○） 

※「１」に○をつけた方は、（  ）内に数字をご記入ください。 

１．病児・病後児保育施設を利用したいと思った ⇒ 年（   ）日 

２．利用したいとは思わなかった ⇒ 問 13－９へ 
 
 

問 13－８で「２．利用したいとは思わなかった」に○をつけた方にうかがいます。 

問13－９ そう思った理由はなんですか。（あてはまるすべてに○） 

 １．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安があった 

２．事業の質に不安があった 

３．事業の利便性（立地や利用可能時間日数など）がよくなかった 

４．利用料が かかる／高い のを知った 

５．利用料が分からなかった 

６．親が仕事を休んで対応できることになった 

７．その他（                                  ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒ 問 15へ 

⇒ 

問 13－７へ 
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問13で定期的な教育・保育の事業を「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 13－10 利用していない理由は何ですか。（あてはまるすべてに○） 

※「８」に○をつけた方は、（  ）内に数字をご記入ください。 

１．（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない 

２．子どもの祖父母や親戚の人がみている  

３．近所の人や父母の友人・知人がみている  

４．利用したいが、保育・教育の事業に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため（   ）歳くらいになったら利用しようと考えている 

９．その他（                                  ）  

 

問 13で定期的な教育・保育の事業を「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 14 国では現在、「こども誰でも通園制度」の創設を目指しています。この制度を利用したいと

思いますか。（ひとつに○） 

  ※「こども誰でも通園制度」とは、保育園等に通っていない子どもを、親が就労していなく

ても時間単位などで子どもを預けられるようにする新たな通園制度です。対象は０歳６か

月から満３歳までで、保育園等で１人当たり月10時間（１日中利用するとすれば月１回、

あるいは午前中２時間利用するとすれば月５回利用できる）を上限として行うことが検討

されています。なお、利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したいと思う  ⇒ 問 14－１へ      ２．利用したいとは思わない 

３．わからない 

 

問14で「１．利用したいと思う」に○をつけた方にうかがいます。 

問 14－１ 1 日当たり何時間利用したいですか。また、１か月当たり何日利用したいですか。

それぞれお答えください。 

１．1日当たり（   ）時間利用したい    ２．１か月当たり（   ）日利用したい 
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問 15 お子さんについて、土曜日・日曜日と祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望はあ

りますか（一時的な利用は除きます）。 

※教育・保育事業とは、幼稚園、保育園、認定こども園などの事業を指します。親族・知人による預

かりは含みません。 

※これらの事業の利用には、一定の利用料が発生します。 

※「２」「３」に○をつけた方は、（  ）内に利用したい時間帯を24時間制でご記入ください。 

（例）８時～18時 
 

（１）土曜日（ひとつに○） 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 

 

利用したい時間帯 

（    ）時～（    ）時まで 

 

（２）日曜日・祝日（ひとつに○） 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 

 

利用したい時間帯 

（    ）時～（    ）時まで 

 

問 15の（１）または（２）で、「３．月に１～２回は利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問15－１ 毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（あてはまるすべてに○） 

 １．月に数回仕事が入るため 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

４．息抜きのため 

５．その他（                                                       ） 

 

「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。 

問 16 お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希

望しますか。（ひとつに○） 

※これらの事業の利用には、一定の利用料が発生します。 

※「２」「３」に○をつけた方は、（  ）内に利用したい時間帯を24時間制でご記入ください。 

 （例）８時～18時 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい  

３．休みの期間中、週に数日利用したい 

 

利用したい時間帯 

（    ）時～（    ）時まで 

 

問 16で「３．休みの期間中、週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。 

問 16－１ 毎日ではなく、たまに利用したい理由はなんですか。（あてはまるすべてに○） 

１．週に数回仕事が入るため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

５．その他（          ） 

２．買い物等の用事をまとめて済ませるため 

４．息抜きのため 

 

すべての方に、お子さんの休日（土・日曜日、祝日）や長期休暇中の 
「定期的な」教育・保育事業の利用希望についてうかがいます。 
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問 17 お子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期の

就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。（あてはまるすべてに○、（ ）

内に数字で利用している日数を記入） 

利用している事業 日数 

１．一時預かり 
（私用など理由を問わずに保育園などで一時的に子どもを保育する事業） 

年（   ）日 

２．幼稚園の預かり保育 

（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） 
年（   ）日 

３．夜間養護等事業：トワイライトステイ 

（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保育する事業） 
年（   ）日 

４．ベビーシッター 年（   ）日 

５．その他（                     ） 年（   ）日 

６．利用していない 年（   ）日 

 

問17で「１」～「５」に○をつけた方にうかがいます。 

問17－1 お子さんについて、私用、冠婚葬祭、保護者・家族の病気、不定期の就労等の目的で、

年間何日くらい事業を利用する必要があると思いますか。利用する必要がある場合は、

理由と必要な日数についてもお答えください。（あてはまるすべてに○、（ ）内に数字

で日数を記入） 

※事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 
 

利用希望の有無 

（ひとつに○） 
必要な理由（あてはまるすべてに○） 

必要な日数 

（数字で記入） 

１．利用する必要がある 

１．私用（買物、習い事等）、リフレッシュ目的 年（   ）日 

２．冠婚葬祭、保護者・家族の病気 年（   ）日 

３．不定期の就労 年（   ）日 

４．その他(               ） 年（   ）日 

２．利用する必要はない  

 

問17で「６．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。 

問 17－2 現在利用していない理由は何ですか。（あてはまるすべてに○）  

１．特に利用する必要がない 

２．利用したい事業が地域にない 

３．地域の事業の質に不安がある 

４．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくない 

５．利用料がかかる／高い 

６．利用料がわからない 

７．自分が事業の対象者になるのかどうかわからない 

８．事業利用方法（手続き等）がわからない 

９．その他（                                   ） 

⇒ 

 問 17-1へ 

⇒ 
問 17-2へ 

すべての方に、お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う 
一時預かり等の利用についてうかがいます。 
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問 18 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、宛名のお子さ

んを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。（「１．あっ

た」場合はこの１年間の対処方法としてあてはまるものすべてに○、泊数も（  ）内に

数字で記入。） 

１．あった ⇒「１」から「６」は（○はいくつでも）内容の日数をご記入ください。 

 １．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった （  ）泊 

 ２．子育て短期支援事業（ショートステイ）を利用した 

（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業） 
（  ）泊 

 ３．「2．」以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した （  ）泊 

 ４．仕方なく子どもを同行させた （  ）泊 

 ５．仕方なく子どもだけで留守番をさせた （  ）泊 

 ６．その他（                      ） （  ）泊 

２．なかった 

 

問 19 保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の育児疲れや育児不安、病気等）により、宛名の

お子さんを泊りがけで家族以外に預ける必要が生じた場合、子育て短期支援事業（ショー

トステイ）を利用したいと思いますか。（ひとつに○、利用したい場合は泊数も（ ）内

に数字で記入。） 

※事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい ⇒ （  ）泊 ２．利用したいとは思わない 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あと10問ちょっとです。引き続き頑張って！ 
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坂井市では、子育て支援センター等の「地域子育て支援拠点施設（親子が集まって過ご

したり、相談をしたり、情報提供を受けたりする場）」で事業を実施しています。 
◎公立：三国子育て支援センター（三国運動公園健康管理センター内） 

：丸岡子育て支援センター（いきいきプラザ霞の郷内） 

：坂井子育て支援センター（坂井健康センター内） 

◎民間：ハーツきっずはるえ（県民生協ハーツ春江店併設） 

：もみじアソビーノサロン（もみじ認定こども園内） 

：キッズハウスゆり（子育て支援センターゆり内） 

 

問20 お子さんは、現在、地域子育て支援拠点施設を利用していますか。（あてはまるすべてに○） 

※「１」「２」に○をつけた方は、（  ）内におおよその利用回数（頻度）をご記入ください。 

１．地域子育て支援拠点施設を利用している 

   １週当たり（   ）回  または  １か月当たり（   ）回 

２．その他の施設（具体名：                  ）を利用している 

   １週当たり（   ）回  または  １か月当たり（   ）回 

３．利用していない 

 

問21 地域子育て支援拠点施設について、今後の利用意向はありますか。（ひとつに○） 

※「１」「２」に○をつけた方は、（  ）内におおよその利用回数（頻度）をご記入ください。 

１．利用していないが、今後利用したい 

   １週当たり（   ）回  または  １か月当たり（   ）回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

   １週当たり さらに（   ）回 または １か月当たり さらに（   ）回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたりしたいとは思わない 

 

問 22 上記（問 20・21）以外のそれぞれの子育て支援事業（１）～（９）についてお答えくださ

い。（「ア」～「ウ」について、それぞれひとつに○） 

項目 
ア．知っている 

イ．利用した 

ことがある 

ウ．今後利用 

  したい 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

（１）母親学級、両親学級、育児学級 1 ２ 1 ２ 1 ２ 

（２）保健センターの情報・健診時の育児相談 1 ２ 1 ２ 1 ２ 

（３）家庭教育に関する講座 1 ２ 1 ２ 1 ２ 

（４）教育支援センター 1 ２ 1 ２ 1 ２ 

（５）幼稚園や保育園の園庭等の開放 1 ２ 1 ２ 1 ２ 

（６）児童館 1 ２ 1 ２ 1 ２ 

（７）乳児訪問事業 1 ２ 1 ２ 1 ２ 

（８）こども家庭相談・利用者支援事業 1 ２ 1 ２ 1 ２ 

（９）幼稚園・保育園・幼保園等での教育・育児相談 1 ２ 1 ２ 1 ２ 

 

お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況等についてうかがいます。 
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⇒宛名のお子さんが５歳未満の方は問25へ 

問 23 お子さんについて、小学生になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのよう

な場所で過ごさせたいと思いますか。（１）小学校低学年、（２）小学校高学年でそれぞれ

希望する場所を【選択肢】から３つまで選び、週当たりの希望日数をお答えください。 

（１）小学校低学年（１～３年生）  （２）小学校高学年（４～６年生） 

場所 
（番号で記入） 

週当たりの希望日数 
（数字で記入） 

 
場所 

（番号で記入） 
週当たりの希望日数 

（数字で記入） 

（   ） 週（  ）日くらい  （   ） 週（  ）日くらい 

（   ） 週（  ）日くらい  （   ） 週（  ）日くらい 

（   ） 週（  ）日くらい  （   ） 週（  ）日くらい 

【選択肢】 

１．自宅 ２．祖父母宅 

３．友人・知人宅 ４．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 

５．スポーツ少年団 ６．児童館 ※１ 

７．放課後子ども教室 ※２ ８．放課後児童クラブ（学童保育） ※３ 

９．ファミリー・サポート・センター ※４ 10．障がい児支援施設（放課後デイサービス事業） 

11．その他（             ）  

※１ 児童館で行う放課後児童クラブを利用している場合は「８」と回答してください。 

※２ 放課後子ども教室･･･放課後や週末・長期休業中にコミュニティセンター等で学習・スポーツ・文化芸術活動などを体験する取組

で、毎日ではなく、週に数回～月に数回実施しています。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。 

※３ 放課後児童クラブ（学童保育）…保護者が就労等により昼間家庭にいない場合などに、指導員のもと、子どもの生活の場を提供

するものです。全ての小学校区で実施しています。 

※４ ファミリー・サポート・センター･･･地域において育児や介護の援助を受けたい人と行いたい人が会員となり、育児や介護について助け

合う会員組織です。 

 

問 23（１）または（２）で「８．放課後児童クラブ（学童保育）」を選択した方にうかがいます。 

問 23－１ お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に放課後児童クラブの利用を希望しますか。 

「ア」～「ウ」についてお答えください。 

※事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 

※「ア」で「１」に○をつけた方は、（ ）内に利用したい時間帯を24時間制でご記入ください。 

（例）８時～18時 

項目 
ア．利用希望 
（ひとつに○） 

ア．で「１．利用したい」に○をつけた方 

イ．利用希望時間 
（数字で記入） 

ウ．希望する学年 
（あてはまるすべてに○） 

（１）土曜日 
１．利用したい 

２．利用する必要はない 

（   ）時～ 

（   ）時まで 

１．１年生  ２．２年生 

３．３年生  ４．４年生 

５．５年生  ６．６年生 

（２）日曜日・ 

祝日 

１．利用したい 

２．利用する必要はない 

（   ）時～ 

（   ）時まで 

１．１年生  ２．２年生 

３．３年生  ４．４年生 

５．５年生  ６．６年生 

 

 

 

 

※現在、宛名のお子さんが５歳以上の方にうかがいます。 
小学校就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます。 
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問 23（１）または（２）で「８．放課後児童クラブ（学童保育）」を選択した方にうかがいます。 

問 23－２ お子さんについて夏休み・冬休み等の長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用希望

はありますか。「ア」～「ウ」についてお答えください。 

※事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 

※「ア」で「１」に○をつけた方は、（ ）内に利用したい時間帯を24時間制でご記入ください。 

（例）８時～18時 

ア．利用希望 
（ひとつに○） 

ア．で「１．利用したい」に○をつけた方 

イ．利用希望時間 
（数字で記入） 

ウ．希望する学年 
（あてはまるすべてに○） 

１．利用したい 

２．利用する必要はない 

（   ）時～ 

（   ）時まで 

１．１年生   ２．２年生 

３．３年生   ４．４年生 

５．５年生   ６．６年生 
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問 24 育児休業給付や育児休業保険料免除制度をご存じですか。（ひとつに○） 

※育児休業給付とは、子どもが原則１歳（定員等を理由に保育園に入園ができないなど一定の要件を

満たす場合は２歳）になるまで育児休業給付が支給される仕組みのことです。  

※育児休業保険料免除制度とは、子どもが満３歳になるまでの育児休業等（法定の育児休業及び企

業が法定を上回る期間設けた育児休業に準ずる措置）期間について健康保険及び厚生年金保険の

保険料が免除になる仕組みのことです。 

１．育児休業給付、育児休業保険料免除制度のいずれも知っていた 

２．育児休業給付のみ知っていた 

３．育児休業保険料免除制度のみ知っていた 

４．育児休業給付、育児休業保険料免除制度のいずれも知らなかった 

 

問 25 お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。 

（母親、父親それぞれひとつの数字を記入、取得していない方はその理由に○） 

【選択肢】 

 

 

 
 

 

⇒ 取得していない理由（あてはまるものすべてに○） 

（１）母親 （２）父親  

１ １ 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２ ２ 仕事が忙しかった  

３ ３ （産休後に）仕事に早く復帰したかった  

４ ４ 仕事に戻るのが難しそうだった 

５ ５ 昇給・昇格などが遅れそうだった 

６ ６ 収入減となり、経済的に苦しくなる 

７ ７ 保育園などに預けることができた 

８ ８ 配偶者が育児休業制度を利用した 

９ ９ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10 10 子育てや家事に専念するため退職した  

11 11 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）  

12 12 有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13 13 育児休業を取得できることを知らなかった 

14 14 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15 15 その他（                        ） 

 

 

 

 

 

 

（１）母親 （２）父親 

（   ） （   ） 

１．働いていなかった  ⇒ 問 26へ 
２．取得した（取得中である） ⇒ 問 25－１へ 
３．取得していない  ⇒ 理由を選択し、問 26へ 

すべての方に、育児休業や短時間勤務制度など 
職場の両立支援制度についてうかがいます。 
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問25で「２．取得した（取得中である）」を選択した方にうかがいます。 

問 25－１ 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（母親、父親それぞれひとつの数字を記入） 

【選択肢】 

 

 

 

 

問 25－１で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方にうかがいます。 

問 25－２ 育児休業から職場に復帰したタイミングはいつでしたか。（母親、父親それぞれひと

つの数字を記入） 

（例）・年度初めでの認可保育園入園を希望して、１月～２月頃復帰して一時的に保育施設に入所した  →「１」 

・年度初めでの入園を希望して復帰したが、実際には希望する保育園に入園できなかった     →「１」 

【選択肢】 

 

 

 

 

問 25－１で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方にうかがいます。 

問 25－３ 育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。ま

た、お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったで

すか。（母親、父親それぞれ（ ）内に数字で記入） 

（１）母親 

実際の取得期間（   ）歳（   ）か月  希望の取得期間（   ）歳（   ）か月 

（２）父親 

実際の取得期間（   ）歳（   ）か月  希望の取得期間（   ）歳（   ）か月 

 

問25－３で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。 

問 25－４ 希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。 

Ａ．「希望」より早く復帰した方 （母親、父親それぞれ、あてはまる数字を２つまで記入） 

【選択肢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）母親 （２）父親 

（   ） （   ） 

（１）母親 （２）父親 

（   ） （   ） 

（１）母親 （２）父親 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

１．育児休業取得後、職場に復帰した   ⇒ 問 25－２～６へ 
２．現在も育児休業中である   ⇒ 問 25－７へ 
３．育児休業中に離職した   ⇒ 問 26へ 

１．希望する保育所に入るため 

２．配偶者や家族の希望があったため 
３．経済的な理由で早く復帰する必要があったため 
４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため 
５．職場に長期休暇を取りにくい雰囲気があるため 
６．育児代員の確保が難しく、早く復帰せざるを得なかったため 
７．子育てによる身体の疲れやストレスがあったため 
８．その他（                 ） 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

２．それ以外だった 
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Ｂ．「希望」より遅く復帰した方（母親、父親それぞれ、あてはまる数字を２つまで記入） 

【選択肢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問25－１で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方にうかがいます。 

問25－５ お勤め先に、子どもが満３歳まで取得できる育児休業制度があった場合、「希望」とし

てはお子さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。（母親、父親それぞれ

（ ）内に数字で記入） 
 
 

（１）母親                 （２）父親 
   
問25－１で「１．育児休業取得後、職場に復帰した」を選択した方にうかがいます。 

問 25－６ 育児休業からの職場復帰時には、短時間勤務制度を利用しましたか。（母親、父親そ

れぞれ、ひとつの数字を記入、利用していない方はその理由に○） 

【選択肢】 

 

 

 
 

 
 

⇒ 短時間勤務制度を利用しなかった理由（あてはまるものすべてに○） 

（１）母親 （２）父親  

１ １ 職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった 

２ ２ 仕事が忙しかった 

３ ３ 短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる 

４ ４ 短時間勤務にすると保育園の入所申請の優先順位が下がる 

５ ５ 配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した 

６ ６ 親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

７ ７ 子育てや家事に専念するため退職した 

８ ８ 職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

９ ９ 短時間勤務制度を利用できることを知らなかった 

10 10 その他（                              ） 

 
 
 

 

 

 

（１）母親 （２）父親 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（   ） 

（１）母親 （２）父親 

（   ） （   ） 

（   ）歳（   ）か月 （   ）歳（   ）か月 

１．希望する保育所に入れなかったため 
２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため 
３．子どもといる時間や子育てを楽しみたいため 
４．配偶者や家族の希望があったため 
５．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため 
６．子どもをみてくれる人がいなかったため 
７．その他（                  ） 

１．短時間勤務制度を利用した    ⇒ 問 26へ 

２．短時間勤務制度を利用しなかった ⇒ 理由を選択し、問 26へ 
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問25－１で「２．現在も育児休業中である」を選択した方にうかがいます。 

問 25－７ お子さんが１歳になったときに必ず利用できる保育園などのような事業があれば、

１歳になるまで育児休業を取得したいですか。または、利用できる事業があっても

１歳になる前に職場へ復帰したいですか。それとも、１歳以降も育児休業を取得し

たいですか。（母親、父親それぞれ、ひとつ数字を記入） 

【選択肢】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あと7問。もう少しです。お願いします！ 

（１）母親 （２）父親 

（   ） （   ） 

１．1歳になるまで育児休業を取得したい 

２．1歳になる前に復帰したい 

３．１歳以降も育児休業を取得したい 
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問 26 現在、スマートフォンやタブレット端末、パソコンなど、お子さんが使用できるＩＣＴ機
器はありますか。（ひとつに○） 

１．ある ⇒ 問 26－１～26－５へ      ２．ない ⇒ 問 27へ 

 

問 26で「１．ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問 26－１ お子さんが使用できるＩＣＴ機器は、どなたのものですか。（ひとつに○） 

１．お子さん専用のもの            ２．家族名義のもの 

 

問26で「１．ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問 26－２ お子さんが使用できるＩＣＴ機器は、どのような種類のものですか。（あてはまるす

べてに○） 

１．スマートフォン       ２．タブレット端末       ３．パソコン 

４．その他（                  ） 

 

問26で「１．ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問 26－３ お子さんはそれらのＩＣＴ機器を、全体でどのくらいの時間利用していますか。利

用日数・利用時間をお答えください。 

１．１週間当たり（   ）日、 １日当たり（   ）時間    ２．把握していない 

 

問 26で「１．ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問 26－４ お子さんはそれらのＩＣＴ機器を、どのように利用していますか。（あてはまるすべ

てに○） 

１．電話   ２．メール   ３．文書作成などの学習   ４．調べものなどの学習 

５．インターネットの閲覧 

６．インターネット上で個人が繋がれるＳＮＳサービス 

（Facebook、instagram、X（旧Twiteer）、LINE、YouTube、TikTok） 

７．ゲーム   ８．その他（           ）   ９．把握していない 

 

問 26で「１．ある」に○をつけた方にうかがいます。 

問 26－５ お子さんがＩＣＴ機器を利用する際に注意していることは何ですか。（あてはまるす

べてに○） 

１．利用時間   ２．利用場所   ３．インターネットの利用・閲覧制限 

４．その他（              ）   ５．特に注意していることはない 

 

 

 

 

 

 

 

お子さんの家庭でのＩＣＴ（情報通信技術）機器の 
利用状況についてうかがいます。 
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問 27 子育てに関する情報をどこから入手していますか。（あてはまるものすべてに○） 

１．学校 

４．子育て支援センター 

７．市ホームページ  

10．子育てサークル 

13．書籍・雑誌 

２．保育所・認定こども園・幼稚園 

５．市役所 

８．親戚 

11．テレビ・ラジオ・新聞 

14．その他（      ） 

３．学童保育 

６．広報紙 

９．友人・知人 

12．インターネット・SNS 

15．入手手段がない 

 

問 28 将来、お子さんにどのような人に育ってほしいと思いますか。（○は３つまで） 

１．ふるさとや日本の自然、文化、伝統を愛し、大切にする人 

２．逆境に負けない忍耐力と自立心を身につけた人 

３．公共心や社会常識、マナーを身につけた人 

４．専門的な知識や技能を身につけた人 

５．人の意見に耳を傾け、柔軟に受け入れられる人 

６．自分の意見を持ち、リーダーシップや行動力がある人 

７．その他（                                    ） 

 

問 29 これからも、お子さんを坂井市で育てていきたいと思いますか。 

（ひとつに○、また、その理由も記入） 

１．そう思う 

２．どちらかというとそう思う 

３．どちらかというとそう思わない 

４．そう思わない 

５．わからない 

その理由を記入してください。 

 

 

問 30 （１）～（14）の子育て支援策についてどの程度必要だと感じていますか。 

（それぞれひとつに○） 

子育て支援策 
必要 

である 

やや必要

である 

あまり 

必要でない 

必要 

でない 

わから 

ない 

（１）多様な保育サービスや幼児教育の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

（２）保育料の軽減 １ ２ ３ ４ ５ 

（３）出産奨励金などの経済的支援策 １ ２ ３ ４ ５ 

（４）多子家庭への経済的支援策 １ ２ ３ ４ ５ 

（５）相談窓口の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

（６）地域ぐるみで子育てを支える仕組

みづくり 
１ ２ ３ ４ ５ 

（７）乳幼児健康診査や母子保健事業の充実 １ ２ ３ ４ ５ 

（８）男女がともに子育てや家事を担う 

意識の啓発 
１ ２ ３ ４ ５ 

（９）ひとり親家庭への支援 １ ２ ３ ４ ５ 

坂井市での子育てや子育て支援策についてうかがいます。 
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（10）障がいのある子どもを持つ家庭へ

の支援 
１ ２ ３ ４ ５ 

（11）虐待を防止する対策 １ ２ ３ ４ ５ 

（12）不審者や事故などから子どもを守

る対策 
１ ２ ３ ４ ５ 

（13）会社など職場の理解促進 １ ２ ３ ４ ５ 

（14）雨天時の遊び場の整備 １ ２ ３ ４ ５ 

 

問 30（1）～（14）の子育て支援策について満足度をうかがいます。 

問 30－１ 総合的にみて満足していますか。（ひとつに○） 

※「２」に○をつけた方は、（  ）内に上記の施策から不満に感じるものを３つまで選び、数字で

ご記入ください。 

１．満足している         ２．満足していない（   ）（   ）（   ） 

 

問 31 今後、ご出産を予定されていますか。（ひとつに○） 

１．出産を予定している          ２．出産の予定はない   ⇒ 問 31-１へ 

 

問31で「２」に○をつけた方にうかがいます。 

問31－１ 出産の予定がない理由をお答えください。（ひとつに○） 

１．経済的に余裕がないから        ２．子どもの人数を決めているから 

３．子どもの将来に不安があるから     ４．あなたやパートナーの心身面の理由から 

５．子どもを育てる環境にないから     ６．その他（               ） 

 

問 32 最後に、坂井市の教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がござい

ましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         調査終了です。お疲れ様でした！ 

      ご協力いただき、誠にありがとうございました。 

 


